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の平均（第1。2最大値平均）」を基準とする場合に  

ついて以下に考察する。  

（3－1） 第2最大値2月dmax基準とする相対効   

率モデル   

相対効率モデル定式化の目的関数のみを（3）に  

示す（制約条件は（2）と同じ）。  

Ⅷry。  

1 はじめに   

DEAの入力指向CCRモデルは，分母に全DMU  

の中での絶対効率値の「最大値」を基準値として注  

目DMUの絶対効率値の相対値を比率尺度で表す相  

対効率モデルとして解釈できる。本論文では，基準  

となる分母として，「最大値」のかわりに「第2最大  

値」ならびに「最大値と第2最大値の平均」を考慮  

した場合の相対効率モデルについて考察し，各DMU  

対の平均DMU集合を対象としたCCRモデルとの関  

係について考察する。  

→最大化 （3）  ㌦＝  

2ヤax（封  

2IDEAのCC隠モデルと相対効率モデル   

DEAの入力指向CCRモデルCCRIは，次の相対  

効率モデルと等価である［1］。  

（3－2） 最大値と第2最大値の平均を基準とす   

る相対効率モデル   

相対効率モデル定式化の目的関数のみを（4）に  

示す（制約条件は（2）と同じ）。  

・はrン。  
［CCRIの相対効率モデル】  

目的関数は（1），制約条件は（2）となる。  

岨ry。  

一＋ 最大化 （1）  

（3－3） DMU対（り）の平均DMUを対象と   

したCCRモデルの相対効率モデル  

i≠jのDMU対（i，j）の平均DMUの入力項目ベク  

トルは（Ⅹ十斗）／2，出力項目ベクトルは（yf＋預）／  

2なので，これらの平均DMU群を対象としたCCR  

モデルの相対効率モデル定式化の目的関数は次式  

（5）で与えられる（制約条件は（2）と同じ）。  

Ⅷry。  

Ⅷ≧①，Ⅴ≧①  

但し，  

r。：DMU。の効率値  

Ⅷ：出力項目の評価ベクトル  

Ⅴ：入力項目の評価ベクトル  

斗‥DMqの入力項目ベクトル  

勤：DMqの出力項目ベクトル  

→最大化（5）  

手‡テ‡；÷   
3 第2最大値を考慮した相対効率モデルの提案  

（1）式の相対効率モデルの目的関数r。の分母と  

して，「第2最大値」ならびに「最大値と第2最大値  

一88 －   



（第2最大値＝最大値を不許容）」≦「第2最大値   

（第2最大値＝最大値を不許容）」   

この大小関係は定義式からして，一般に成立する   

ことが予想できる（図1）。  

（5－4） 平均DMU群CCRlの効率値が第1・   

2最大値平均（第2最大値＝最大値を許容）の効   

率値に一致する結果が得られたが，この性質は1   

入力多出力の場合については両者の包絡面が一致   

するため（図1），一般に成立する。 しかし，多   

入力多出力の場合については，両者の値は類似す   

るものの，本性質は一般には成立しなし†。   

出力1／入力1  

4 離散化評価ベクトル列挙にもとづく数値実験   

表1に示す1入力2出力9DMUデータの場合に  

ついて，評価ベクトルの各要素（叫と〃2）を1きざ  

みで0～100（101）通り列挙し，101×1  

01通りの組合せについて，uとⅤを振らして，近  

似的に相対効率値を評価した（但し，V＝1）。通常  

のCCRIモデル（（1）式），第2最大値相対効率モ  

デル（（3）式），第1・2最大値平均相対効率モデ  

ル（（4）式），平均DMU群を対象とするCCRIモ  

デル（（5）式）の4つの相対効率モデルを実験対象  

とし，その結果を表2に示す。  

表1．1入力2出力9DMUデータ  

DMU  A  B  C  D  E  F  G  H  

入力1  口  口  口  口  口  口  口  口  口   

出力1  口  2  3  4  4  5  6  口  0．5   

出力2  5  7  4  3  6  5  2  7  5   

表2．効率値データ  

第1■2最大値 平均（4）式  第2最大値（3）式   平均 DMU群  
DM  CCRl （1）式  

＝許容  ≠   ＝許容   ≠   （5）式  

A  0．714286  0．714286  0．769231  0．727273  0．833333  0．714286   

B   1．022222  1．076923  1．045455  1．166667  1．022222   

C  0．7  0．705882  0．736842  0．72  0．777778  0．705882   

D  0．75  0．758621  0．789474  0．8  0．833333  0．758621   

E   1．019608  1．052632  1．04  1．111111  1．019608   

F   1．034483  1，052632  1．071429  1．111111  1．034483   

G   1．090909  1．090909  1．2   1．2  1．090909   

H   1．076923  1．166667   

0．714286  0．714286  0．769231  0．714286  0．833333  0．714286   

O  1  2  3  4  5  8  7  

出力2／入力1  

CCRI  －－－l・2（許容），さl£均DMU  

ーーー一  節1・2（不許容）   ・ 第2（許容）   

一・一  第2（不許容）  

■：原DMU群  ▲：平均DMU群   

図1．原DMU，平均DMUと各種包絡面  

6 おわりに   

各種相対効率モデル間の関連性（5－3），分数形  

式表現の相対効率モデルとLPベースのDEAモデル  

の関連性（5－4）について考察した。   

CCRモデル以外，例えばBCCモデル対応の相対  

効率モデル［3］が今後の課題である。  

5 考察  

（5－1） 離散化を細かくするほど（Dl⊂D2）効   

率値は向上する［2］。  

（5－2）通常のCCRIモデルならびに平均DMU   

群に対するCCRIモデルに対して，LP解法を適用   

した結果（連続版）とは，（5－1）での近似誤差   

の範囲で，一致する。  

（5－3） 効率値の計算結果について、以下の大   

小関係が本数情実験では成立する。   

「通常のCCRI」≦「第1・2最大値平均（第2   

最大値＝最大値を許容）」≦「第1・2最大値平均  
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